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１．研究計画の概要 
 本研究の最終目的は、最近見つかった細胞
内共生微生物 Cardinium と Wolbachia 細菌の
比較を二つの点から行うことである。 
 （１）節足動物の性を操る体内共生微生物
Cardinium が宿主の免疫応答に係わる遺伝子
を活性化するにもかかわらず、宿主の遺伝子
を活性化しない Wolbachia よりも多くのハダ
ニ類に寄生できる原因をハダニやその他の
節足動物を用いて解明すること 
 （２）Cardinium と Wolbachia が共にハダニ
で細胞質不和合性を引き起こし、ハダニの系
統によっては不和合性を起こす場合と起こ
さない場合がある。これらが両細菌によって
共通の基盤のもとに起こっているのかどう
かを明らかにすること 
 
２．研究の進捗状況 
 （１）カイコ培養細胞に Wolbachia と
Cardinium をそれぞれ感染させて、カイコマ
イクロアレイを用いて網羅的な遺伝子発現
解析を行った結果、Cardinium は宿主の免疫
応答を誘導している一方、Wolbachia は宿主
細胞の遺伝子発現に影響していなかった。こ
の違いは、これら 2 種の共生細菌の細胞壁構
造の相違に基づいており、昆虫の免疫システ
ムの受容体は Cardinium を認識できるが、
Wolbachiaを認識できないためであることが
示唆された。 
 （２）これまでハダニ 11 属 46 種 174 個体
群を調査した結果、Cardinium 単感染が５属
15 種 25 個体群であり、このうち生殖不和合
性を誘導するものは２属 3 種 3 個体群であっ
た。Cardinium と Wolbachia との二重感染
は、3 属 5 種 18 個体群で認められ、このう

ち２属 3 種 3 個体群で生殖不和合性が見られ
た。しかし、いずれも Wolbachia が主要因で
あった。このことから、二重感染をしても
Cardinium が Wolbachia の作用に干渉しな
いこと、および二重感染していても生殖不和
合性を誘導しないことから、相互に独立に作
用すると考えられた。 
 
３．現在までの達成度 
 ②概ね順調に進展している。 
 理由：本研究の最終目的である二つの課題
にそれぞれ回答できる成果が出ている。また、
当初計画にはない雌雄の性決定に係わる dsx
に類似の遺伝子の発見など、今後の発展に寄
与する成果を得ている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 （１）Wolbachia と Cardinium の二重感
染個体群の探査を引き続き行い、Cardinium
に起因する生殖不和合性が見つかった場合、
この生殖不和合性に Wolbachia が関与する
か否かを解明し、これらの細菌が相互に独立
に作用している確証を得る研究に取り組む。 
 （２）ナミハダニの EST クローンを対象に
して、免疫に係わる遺伝子の探索を続ける。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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